『扶桑集』の詩人(五) by 後藤 昭雄
1
『
扶
桑
集
』の
詩
人
（
五
）
後
　
藤
　
昭
　
雄
は
じ
め
に
本
稿
は
一
条
朝
に
成
立
し
た
詩
集
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
た
ち
に
つ
い
て
の
整
理
作
業
で
あ
る
。『
二
中
歴
』
巻
十
二
、「
詩
人
歴
」
記
載
の
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
つ
い
て
、
経
歴
、
文
事
に
関
す
る
事
績
、
著
作
・
作
品
等
に
つ
い
て
、
検
討
、
記
述
す
る
。「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
」（
一
）」（『
成
城
国
文
学
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
九
年
）、
「
同
（
二
）」（『
同
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）、「
同
（
三
）」
（『
同
』
第
三
七
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、「
同
（
四
）」（『
成
城
文
藝
』
第
二
五
五
号
、
二
〇
二
一
年
四
月
）
に
続
い
て
、
安
倍
興
行
、
三
善
文
江
、
尾
張
言
鑑
、
菅
原
在
躬
、
藤
原
行
葛
、
菅
原
資
忠
、
菅
野
惟
肖
、
藤
原
令
茂
、
源
訪
、
藤
原
博
文
、
大
江
斉
光
、
藤
原
国
風
、
菅
原
惟
熙
、
紀
淑
望
、
橘
秘
樹
、
坂
上
恒
蔭
、
藤
原
清
平
、
藤
原
季
孝
、
高
丘
相
如
、
清
原
仲
山
、
藤
原
諸
蔭
、
藤
原
雅
量
、
菅
原
高
視
、
藤
原
惟
成
、
源
幹
国
、
藤
原
最
貞
、
大
江
千
古
、
藤
原
在
躬
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
個
々
の
詩
人
に
つ
い
て
の
記
述
は
本
稿
で
終
わ
る
。
49
　
安
倍
興
行
　
生
年
は
承
和
二
年
（
八
三
五
）
頃
か
（
滝
川
）、
没
年
未
詳
大
納
言
安
仁
（
七
九
三
～
八
五
九
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
ま
た
菅
原
是
善
の
門
に
入
る
。
文
章
得
業
生
か
ら
対
策
に
及
第
。
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
大
内
記
で
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
。
勘
解
由
次
官
、
民
部
少
輔
を
経
て
、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
讃
岐
介
と
な
る
。
こ
の
時
の
善
政
を
菅
原
道
真
は
自
ら
の
讃
岐
守
時
代
の
詩
で
称
え
て
（
（
（
2
い
る
。
つ
い
で
伊
勢
権
守
、
上
野
介
と
な
り
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
。
寛
平
四
年
（
八
九
二
）
大
宰
大
弐
と
な
り
赴
任
す
る
。
興
行
は
道
真
と
親
し
く
交
わ
っ
た
人
で
、『
菅
家
文
草
』
に
は
興
行
と
の
交
渉
の
な
か
で
詠
ま
れ
た
詩
が
多
く
あ
る
が
、
興
行
自
身
の
詩
作
は
残
ら
な
い
。
滝
川
幸
司
「
安
倍
興
行
考
」（『
菅
原
道
真
論
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
り
、
付
さ
れ
た
「
年
譜
」
に
文
事
事
績
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
作
品
文
章
が
『
三
代
実
録
』
に
残
る
。
50
　
三
善
文
江
　
生
没
年
未
詳
清
行
（
前
出
13
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
ん
だ
後
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
左
少
弁
と
な
る
。
の
ち
大
学
頭
、
大
内
記
、
右
中
弁
、
文
章
博
士
等
を
歴
任
す
る
。
文
事
事
績
延
喜
二
一
年
（
九
二
一
）
一
〇
月
二
日
、
観
賢
の
空
海
に
諡
号
を
賜
わ
る
こ
と
を
請
う
状
を
作
る
。
時
に
大
学
頭
。（『
高
野
大
師
御
広
伝
』）【
存
（
（
（
】
延
喜
二
一
年
一
〇
月
二
七
日
、
空
海
に
弘
法
大
師
の
諡
号
を
与
え
る
勅
を
作
る
。（『
高
野
大
師
御
広
伝
』）【
存
】
延
喜
二
三
年
（
九
二
三
）
四
月
二
〇
日
、
菅
原
道
真
を
本
官
（
右
大
臣
）
に
復
し
、
正
二
位
を
贈
る
詔
を
作
る
。
時
に
大
内
記
。（『
政
事
要
略
』
巻
二
二
）【
存
】
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
一
七
日
、
花
宴
に
文
人
と
し
て
召
さ
れ
、「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
時
に
右
中
弁
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
延
長
六
年
（
九
二
八
）
五
月
三
日
、
宇
多
法
皇
、
天
台
座
主
尊
意
を
端
午
宴
に
召
す
も
、
尊
意
こ
れ
を
辞
す
。
そ
の
辞
状
を
作
る
。
（『
朝
野
群
載
』
巻
一
七
）【
存
】
延
長
七
年
（
九
二
九
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
停
㆑
盃
看
㆓
柳
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
198
）【
存
】
作
品
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』
に
、
文
章
が
『
政
事
要
略
』『
朝
野
群
載
』
『
高
野
大
師
御
広
伝
』
に
残
る
。
（
（
（
3
51
　
尾
張
言
鑑
　
生
没
年
未
詳
世
系
未
詳
。
大
学
寮
に
学
び
、
文
章
生
か
ら
官
途
に
就
く
。
承
平
二
年
（
九
三
二
）
四
月
の
頃
に
は
右
大
史
、
以
後
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
八
月
ま
で
、
史
料
に
所
見
が
あ
る
。
承
平
五
年
六
月
に
は
左
大
史
と
し
て
見
え
、
以
後
は
左
大
史
。
天
慶
五
・
六
年
に
は
丹
波
権
介
を
兼
任
し
て
い
た
。
時
に
従
五
位
下
。『
二
中
歴
』
巻
一
二
、
詩
人
歴
に
は
安
芸
守
と
し
て
見
え
る
が
、
史
料
に
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、『
拾
芥
抄
』
下
、
諸
寺
部
に
、
双
林
寺
（
祇
園
）
は
言
鑑
の
建
立
と
い
う
。
文
事
事
績
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
一
月
一
一
日
、
太
政
官
符
を
作
る
。（『
本
朝
文
粋
』
65
）【
存
】
作
品
『
本
朝
文
粋
』
に
一
首
が
入
集
す
る
。
52
　
菅
原
在
躬
　
生
没
年
未
詳
道
真
の
孫
、
淳
茂
（
前
出
31
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
対
策
及
第
。
承
平
二
年
（
九
三
二
）
の
頃
、
式
部
大
丞
。
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
五
月
、
右
少
弁
、
同
七
年
、
文
章
博
士
と
な
り
、
翌
八
年
、
左
少
弁
。
の
ち
式
部
権
大
輔
と
な
り
、
従
四
位
上
、
勘
解
由
長
官
に
至
る
。
文
事
事
績
延
長
年
中
（
九
二
三
～
九
三
〇
）、
九
日
宴
の
序
者
と
な
る
。（『
九
暦
』
天
暦
四
年
一
〇
月
八
日
条
）
承
平
二
年
（
九
三
三
）
八
月
二
四
日
、
文
章
得
業
生
藤
原
経
臣
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
る
。
時
に
式
部
大
丞
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
承
平
七
年
（
九
三
八
）
二
月
二
九
日
、
文
章
得
業
生
三
統
元
夏
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
る
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
一
月
二
四
日
、
内
宴
に
「
花
間
訪
㆓
春
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
」
151
）【
存
】
天
慶
六
年
三
月
、
成
明
親
王
（
の
ち
村
上
天
皇
）
邸
の
詩
宴
に
召
さ
れ
、「
香
乱
花
難
㆑
識
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
本
朝
文
粋
』
297
）
拙
稿
「
属
文
の
王
卿
―
醍
醐
系
皇
親
―
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』）
参
照
。
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
九
月
一
五
日
、
大
江
重
光
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
る
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
（
（
（
4
作
品
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
幻
中
類
林
（
（
（
』
に
残
る
。
53
　
藤
原
行
葛
　
生
没
年
未
詳
式
家
縄
継
流
、
忠
邦
の
子
。
大
学
寮
に
学
ぶ
が
（
字
、
藤
淑
）
長
ら
く
学
生
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
の
ち
内
記
と
な
る
。
文
事
事
績
天
徳
三
年
（
八
五
九
）
八
月
一
六
日
、
内
裏
詩
合
に
参
加
す
る
。
（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
八
月
二
七
日
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
作
っ
た
「
述
懐
」
詩
に
感
じ
た
村
上
天
皇
よ
り
文
章
生
試
を
許
可
す
る
宣
旨
を
得
る
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
、『
江
談
抄
』
四
―
28
）。
詩
【
存
】
応
和
元
年
（
九
六
一
）
三
月
五
日
、
冷
泉
院
で
行
わ
れ
た
花
宴
に
伴
う
擬
文
章
生
試
に
「
流
鶯
遠
和
㆑
琴
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』）
時
に
な
お
学
生
。
応
和
三
年
（
九
六
三
）
三
月
一
九
日
、
善
秀
才
宅
詩
合
に
参
加
、
評
定
を
勤
め
る
。
時
に
内
記
。
作
品
『
本
朝
文
粋
』
に
一
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
（
（
（
。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
江
談
抄
』
に
残
る
。
54
　
菅
原
資
忠
　
生
年
未
詳
～
永
延
元
年
（
九
八
七
）
雅
規
（
前
出
24
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
文
章
得
業
生
と
な
り
、
安
和
元
年
（
九
六
八
）
対
策
及
第
。
勘
解
由
次
官
、
大
内
記
、
天
元
四
年
（
九
八
一
）、
文
章
博
士
と
な
り
、
ま
た
弁
官
の
道
を
進
み
、
従
四
位
下
、
右
中
弁
に
至
る
。
永
延
元
年
五
月
二
十
一
日
、
没
す
る
。
文
事
事
績
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月
一
七
日
、
弓
場
殿
で
の
学
問
料
試
に
「
簟
為
㆓
夏
施
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
も
及
第
せ
ず
。（『
江
家
次
第
』
巻
一
九
）
応
和
三
年
（
九
六
三
）
六
月
八
日
、『
文
選
』
を
書
写
し
、
同
二
七
日
、
加
点
を
終
え
る
。
時
に
文
章
生
（
建
仁
寺
両
足
院
蔵
六
臣
注
『
文
選
』
明
刊
本
奥
書
（
（
（
）
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
一
三
日
、
藤
原
在
衡
が
粟
田
山
荘
に
催
し
た
尚
歯
会
に
陪
席
し
、
詩
を
賦
す
。
ま
た
後
日
、
出
席
で
き
な
（
（
（
5
か
っ
た
菅
原
輔
正
と
詩
を
唱
和
す
る
。（『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』）
【
存
】
天
禄
二
年
（
九
七
一
）、
藤
原
惟
成
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
る
。
（『
大
間
成
文
抄
』
巻
八
、『
桂
林
遺
芳
抄
』）
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
三
月
三
日
、
居
貞
親
王
（
の
ち
三
条
天
皇
）
誕
生
。
浴
殿
読
書
の
儒
士
を
勤
め
る
。（『
御
産
部
類
記
』）
貞
元
元
年
一
〇
月
二
七
日
、
斎
宮
規
子
親
王
の
野
宮
で
の
歌
会
に
真
名
序
を
作
る
。（『
本
朝
小
序
集
』）【
存
】
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
九
月
二
八
日
、
太
政
大
臣
藤
原
兼
通
の
上
表
に
対
す
る
勅
答
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
貞
元
二
年
一
〇
月
二
三
日
、
左
大
臣
藤
原
頼
忠
の
上
表
に
対
す
る
勅
答
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
天
元
元
年
（
九
七
八
）
一
一
月
二
一
日
、
太
政
大
臣
藤
原
頼
忠
の
上
表
に
対
す
る
勅
答
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
天
元
四
年
（
九
八
一
）
三
月
三
〇
日
、
仁
王
会
に
呪
願
文
を
作
る
。
（『
日
本
紀
略
』）
永
観
元
年
（
九
八
三
）
八
月
一
六
日
、
居
貞
・
為
尊
親
王
の
読
書
始
め
（『
御
注
孝
経
』）
の
博
士
を
勤
め
る
。（『
日
本
紀
略
』）
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
一
月
一
七
日
、
藤
原
実
資
邸
の
詩
会
に
詩
を
賦
す
。（『
小
右
記
』）
寛
和
元
年
一
一
月
七
日
、
応
和
三
年
書
写
本
を
用
い
て
居
貞
親
王
に
『
文
選
』
を
講
授
す
る
。（
建
仁
寺
両
足
院
蔵
六
臣
注
『
文
選
』
明
刊
本
奥
書
）
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
春
、
具
平
親
王
邸
の
花
宴
に
侍
し
詩
を
賦
す
。（『
本
朝
麗
藻
』
152
藤
原
為
時
詩
題
）
寛
和
二
年
五
月
一
八
日
、
一
代
一
度
仁
王
会
に
呪
願
文
を
作
る
。
（『
本
朝
世
紀
』）【
存
】
寛
和
二
年
一
〇
月
一
〇
日
、
円
融
院
が
大
井
川
に
三
船
の
遊
び
を
催
す
の
に
侍
し
、「
翫
㆓
水
辺
紅
葉
㆒
」
の
題
で
詩
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』『
続
古
事
談
』
一
―
18
）
作
品
『
和
漢
朗
詠
集
』（
専
修
大
学
蔵
本
）
に
一
首
入
集
す
る
。
他
に
詩
が
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』『
類
聚
句
題
抄
』
に
、
文
章
が
『
本
朝
世
紀
』『
本
朝
小
序
集
』
に
残
る
。
55
　
菅
野
惟
肖
　
生
年
未
詳
～
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
世
系
未
詳
。
大
学
寮
に
学
び
、
ま
た
菅
家
廊
下
に
学
ぶ
。
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
四
月
、
文
章
生
と
し
て
領
帰
渤
海
客
使
と
な
る
。
同
年
か
翌
十
五
年
、
方
略
宣
旨
を
得
て
対
策
し
、
及
第
。
少
内
記
に
任
（
（
（
（
（1
（
6
官
す
る
。
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
。
大
内
記
、
勘
解
由
次
官
を
経
て
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
文
章
博
士
と
な
る
。
仁
和
四
年
、
没
す
る
（
滝
川
）。
滝
川
幸
司
「
菅
野
惟
肖
考
」（『
菅
原
道
真
論
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
文
事
事
績
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
か
一
五
年
、
対
策
「
分
㆓
別
死
生
㆒
」
「
弁
㆓
論
文
章
㆒
」
を
献
じ
る
。
問
頭
博
士
は
都
良
香
。（『
都
氏
文
集
」
巻
五
）
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
二
月
二
五
日
、
日
本
紀
講
書
に
参
加
す
る
（
以
後
同
六
年
ま
で
）。（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）
元
慶
二
年
八
月
二
五
日
、
貞
保
親
王
の
読
書
始
め
（『
蒙
求
』）
の
竟
宴
に
召
さ
れ
、
詩
を
賦
す
。（『
三
代
実
録
』）
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
八
月
二
九
日
、
日
本
紀
竟
宴
。
序
者
と
な
る
。
時
に
大
内
記
。（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）【
存
】
元
慶
六
年
九
月
九
日
、
重
陽
宴
に
序
者
と
な
る
。（『
北
山
抄
』
巻
三
）（
前
掲
滝
川
論
文
）
元
慶
七
年
（
八
八
三
）、
こ
の
頃
、
菅
原
道
真
と
詩
の
贈
答
を
行
う
。
（『
菅
家
文
草
』
118
以
下
）【
存
】
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
五
月
二
九
日
、
太
政
大
臣
の
職
掌
の
有
無
、
唐
の
何
の
官
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
の
奏
議
を
献
じ
る
。（『
三
代
実
録
』）【
存
】
作
品
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
菅
家
文
草
』
119
詩
注
記
に
、
文
章
が
『
三
代
実
録
』『
釈
日
本
紀
』
に
残
る
。
56
　
藤
原
令
茂
（
（1
（
　
生
年
未
詳
～
康
保
三
年
（
九
六
六
）
？
式
家
縄
主
流
、
正
倫
の
子
。
明
衡
の
祖
父
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
藤
漸
）、
文
章
生
よ
り
任
官
す
る
。『
尊
卑
分
脈
』
に
「
従
五
位
下
、
因
幡
守
、
大
内
記
、
康
和
三
十
於
任
国
死
」
と
あ
る
。
康
和
で
は
時
代
が
合
わ
な
い
の
で
、
康
保
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
三
年
（
九
六
六
）
に
因
幡
で
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
文
事
事
績
天
徳
三
年
（
八
五
九
）
八
月
一
六
日
、
内
裏
詩
合
に
参
加
す
る
。
時
に
大
内
記
。（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
応
和
元
年
（
九
六
一
）
三
月
五
日
、
村
上
天
皇
が
冷
泉
院
に
催
し
た
花
宴
に
「
花
光
水
上
浮
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』
（
（（
（
7
『
扶
桑
略
記
』）
作
品
な
し
57
　
源
　
訪
　
生
没
年
未
詳
『
二
中
歴
』
巻
一
二
、
詩
人
歴
、
非
成
業
に
「
源
訪
〈
順
弟
〉」
と
あ
る
が
、『
尊
卑
分
脈
』
で
は
順
の
弟
と
す
る
の
は
「
頼
」
で
「
後
撰
作
者
」
の
注
記
が
あ
る
。『
尊
卑
分
脈
』
に
「
訪
」
と
し
て
見
え
る
の
は
順
の
曽
祖
父
、
定
の
兄
弟
の
弘
の
曾
孫
の
「
都
」
で
あ
る
。
「
学
生
、
後
撰
作
者
」
の
注
記
が
あ
る
。
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
は
「
都
」
と
す
る
が
、
頭
注
に
よ
れ
ば
、
脇
坂
本
、
前
田
家
蔵
一
本
、
内
閣
文
庫
本
は
「
訪
」
に
作
る
。
こ
の
人
物
か
。
文
事
事
績
延
長
元
年
（
九
二
三
）
三
月
七
日
、
大
学
寮
北
堂
で
の
『
漢
書
』
竟
宴
に
「
李
広
」
を
題
と
し
て
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
集
』
巻
九
）【
存
】
作
品
『
扶
桑
集
』
に
一
首
が
あ
る
。
58
　
藤
原
博
文
　
生
年
未
詳
～
延
長
七
年
（
九
二
九
）
北
家
内
麻
呂
流
、
関
雄
の
孫
、
貞
幹
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
藤
珪
）、
文
章
得
業
生
と
な
り
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
蔵
人
所
雑
色
。
対
策
に
及
第
（
同
五
年
、
改
判
）、
少
内
記
と
な
る
。
同
八
年
、
存
問
渤
海
領
客
使
と
な
り
、
伯
耆
に
赴
く
。
時
に
大
内
記
。
延
長
三
年
（
九
二
五
）
東
宮
学
士
、
翌
四
年
、
文
章
博
士
と
な
る
。
の
ち
従
四
位
下
、
民
部
大
輔
に
至
る
。
延
長
七
年
九
月
九
日
、
没
す
る
。
文
事
事
績
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
一
〇
月
六
日
、
弓
場
殿
の
試
で
「
山
無
㆑
隠
」
の
題
で
詩
を
賦
し
及
第
（
こ
の
詩
が
『
扶
桑
集
』
に
入
る
）。
秀
句
を
賞
せ
ら
れ
、
蔵
人
所
の
雑
色
と
な
る
。（『
江
家
次
第
』
巻
一
九
）【
存
】
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
八
月
二
一
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
列
な
り
（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）、
同
六
年
閏
一
二
月
一
七
日
の
竟
宴
に
列
席
す
る
。（『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』）
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
五
月
一
六
日
、
醍
醐
天
皇
、
藤
原
菅
根
に
就
8
い
て
『
史
記
』
を
読
む
。
そ
の
都
講
を
勤
め
る
。（『
日
本
紀
略
』）
延
喜
二
二
年
（
九
二
二
）、
大
江
朝
綱
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
り
、
策
問
「
論
㆓
運
命
㆒
」
を
課
す
。（『
公
卿
補
任
』
天
暦
七
年
条
尻
付
、『
本
朝
文
粋
』
77
）【
存
】
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
一
七
日
、
花
宴
に
文
人
と
し
て
召
さ
れ
「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
時
に
民
部
大
輔
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』
延
長
四
年
九
月
九
日
、
重
陽
宴
。
題
「
折
㆑
花
香
盈
㆑
把
」。
講
師
を
勤
め
る
。（『
政
事
要
略
』
巻
二
四
、『
日
本
紀
略
』）
延
長
五
年
（
九
二
七
）
一
二
月
二
七
日
、
円
珍
に
智
証
大
師
の
諡
号
を
与
え
る
勅
を
作
る
。（『
扶
桑
略
記
』）【
存
】
延
長
六
年
（
九
二
八
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
晴
添
㆓
草
樹
光
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
17
）【
存
】
延
長
六
年
三
月
二
八
日
、
紀
在
昌
の
対
策
の
問
頭
博
士
と
な
る
。
（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
延
長
七
年
（
九
二
九
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
停
㆑
盃
看
㆓
柳
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
197
）【
存
】
作
品
『
扶
桑
集
』
に
一
首
が
あ
る
、
『
本
朝
文
粋
』
に
一
首
が
入
集
す
る
。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』
に
、
文
章
が
『
扶
桑
略
記
』『
言
泉
集
（
（1
（
』
に
残
る
。
59
　
大
江
斉
光
　
承
平
四
年
（
九
三
四
）
～
永
延
元
年
（
九
八
七
）
維
時
（
前
出
6
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）、
文
章
得
業
生
と
な
り
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）、
対
策
及
第
。
翌
二
年
、
式
部
少
丞
に
任
官
。
同
四
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
応
和
元
年
（
九
六
一
）、
憲
平
親
王
（
冷
泉
天
皇
）
の
東
宮
学
士
と
な
り
、
康
保
元
年
、（
九
六
四
）
権
右
少
弁
と
な
っ
て
弁
官
の
道
を
進
み
、
の
ち
左
大
弁
に
至
る
。
康
保
四
年
、
守
平
親
王
（
円
融
天
皇
）
の
東
宮
学
士
と
な
る
。
ま
た
村
上
・
冷
泉
朝
で
蔵
人
と
な
る
。
大
学
頭
、
蔵
人
頭
、
式
部
大
輔
等
を
経
て
、
天
元
四
年
（
九
八
一
）、
参
議
と
な
る
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
朱
雀
院
別
当
と
な
り
、
円
融
院
に
仕
え
る
。
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
正
三
位
に
昇
る
。
永
延
元
年
十
一
月
六
日
、
没
す
る
。
五
十
三
歳
。
子
に
為
基
、
定
基
（
寂
照
）
が
あ
る
。
文
事
事
績
康
保
二
年
（
九
六
五
）
八
月
一
三
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
9
列
席
す
る
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
康
保
三
年
（
九
六
六
）
二
月
二
一
日
、
内
宴
。
題
「
鳥
声
韻
㆓
管
絃
㆒
」。
講
師
を
勤
め
る
。（『
大
日
本
史
料
』
一
―
一
一
同
日
条
所
引
『
西
宮
記
』
巻
二
、『
日
本
紀
略
』）
安
和
元
年
（
九
六
八
）
一
〇
月
二
六
日
、
師
貞
親
王
（
の
ち
花
山
天
皇
）
誕
生
。
浴
殿
読
書
の
儒
士
を
勤
め
る
。（『
御
産
部
類
記
』）
天
延
二
年
（
九
七
四
）
か
三
年
の
秋
、
永
平
親
王
の
読
書
始
め
に
講
師
と
な
る
。（『
本
朝
文
粋
』
256
）
拙
著
『
本
朝
文
粋
抄
』
六
、
第
五
章
「
第
八
皇
子
の
始
め
て
御
注
孝
経
を
読
む
を
聴
く
詩
の
序
」
参
照
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
九
月
一
八
日
、
円
融
上
皇
の
太
上
天
皇
の
尊
号
を
辞
退
す
る
書
を
作
る
。（『
大
日
本
史
料
』
一
―
二
一
同
日
条
所
引
「
御
脱
屣
記
」）
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
三
月
二
二
日
、
円
融
法
皇
受
戒
牒
状
を
作
る
。（『
大
日
本
史
料
』
一
―
二
四
同
日
条
所
引
「
太
上
法
皇
御
受
戒
記
」）【
存
】
作
品
詩
が
『
和
漢
兼
作
集
』
に
、
文
章
が
「
太
上
天
皇
御
受
戒
記
」
に
残
る
。
60
　
藤
原
国
風
　
生
没
年
未
詳
北
家
魚
名
流
。
佐
高
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
頭
（
顕
と
も
）
三
）、
文
章
生
よ
り
官
途
に
就
く
。
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
の
頃
、
讃
岐
介
、
以
後
、
天
暦
、
天
徳
に
か
け
て
、
阿
波
介
、
伊
勢
守
、
河
内
守
と
地
方
官
を
歴
任
し
、
天
徳
三
年
（
九
五
七
）、
大
宰
大
弐
と
な
る
。
文
事
事
績
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
八
月
一
六
日
、
内
裏
詩
合
に
参
加
す
る
。
（『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』）
作
品
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
。
61
　
菅
原
惟
熙
　
生
没
年
未
詳
文
時
（
前
出
15
）
の
子
、
輔
昭
（
前
出
35
）
の
兄
。
天
暦
十
年
（
九
五
六
）
十
月
、
父
文
時
、
惟
熙
に
学
問
料
の
支
給
を
請
う
。
時
に
学
生
。
応
和
二
年
（
九
六
二
）
六
月
、
弓
場
殿
で
の
学
問
料
試
を
申
請
す
る
も
、
当
日
、
不
参
。
時
に
文
章
生
。
文
章
生
よ
り
任
官
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
官
歴
未
詳
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
「
左
衛
門
尉
、
諸
10
陵
助
」
と
あ
る
。
子
に
宣
義
が
あ
る
。
作
品
詩
が
『
江
談
抄
』
に
残
る
（
名
を
雅
熙
と
す
る
）。
62
　
紀
　
淑
望
　
生
年
未
詳
～
延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
長
谷
雄
（
前
出
5
）
の
子
。
弟
に
淑
光
（
前
出
43
）
が
あ
る
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
紀
太
）、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
文
章
生
と
な
り
、
文
章
得
業
生
を
経
て
、
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
対
策
に
及
第
。
翌
二
年
、
民
部
少
丞
に
任
官
す
る
。
同
六
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
刑
部
少
輔
、
勘
解
由
次
官
、
大
学
頭
な
ど
を
経
て
、
同
十
年
（
九
一
〇
）
崇
象
（
の
ち
保
明
と
改
名
）
親
王
の
東
宮
学
士
と
な
る
。
同
十
二
年
、
従
五
位
上
と
な
る
。
延
喜
十
九
年
、
没
す
る
。
文
事
事
績
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
二
月
二
三
日
、
宇
多
天
皇
の
神
泉
苑
行
幸
に
伴
う
文
章
生
試
で
「
花
間
理
㆓
管
絃
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）、
対
策
を
献
じ
る
。
問
頭
博
士
は
平
篤
行
（
八
月
七
日
、
任
命
）。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
四
月
一
八
日
、「
古
今
和
歌
集
真
名
序
」
を
作
る
。（『
古
今
和
歌
集
』）【
存
】
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
閏
一
二
月
一
七
日
、
日
本
紀
竟
宴
に
列
席
す
る
。（『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』）
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
三
月
一
六
日
、
文
章
得
業
生
藤
原
文
貞
に
対
策
の
問
頭
博
士
と
し
て
策
問
を
課
す
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
作
品
『
本
朝
文
粋
」
に
一
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
。
63
　
橘
　
秘
樹
　
生
没
年
未
詳
茂
生
の
子
（
（1
（
。
在
列
（
前
出
29
）
の
父
。
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
頃
、
阿
波
守
に
在
任
し
、
同
十
七
年
、
但
馬
介
、
承
平
元
年
（
九
三
一
）
尾
張
守
と
な
り
、
の
ち
大
和
権
守
と
な
る
。
以
上
の
こ
と
以
外
、
不
明
。
文
事
に
関
わ
る
事
績
も
見
出
せ
な
い
。
作
品
も
伝
存
し
な
い
。
64
　
坂
上
恒
蔭
　
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
～
没
年
未
詳
大
学
寮
に
学
び
、
文
章
生
よ
り
任
官
す
る
。
大
学
少
允
で
あ
っ
た
延
喜
二
〇
年
（
九
二
〇
）
六
月
、
領
帰
郷
渤
海
客
使
と
な
る
。
翌
二
一
11
年
、
権
少
外
記
に
転
じ
、
延
長
二
年
（
九
二
四
）、
大
外
記
と
な
る
。
同
三
年
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
長
門
守
と
な
る
。
文
事
事
績
延
喜
一
七
年
（
九
一
七
）
三
月
六
日
、
花
宴
に
「
春
夜
翫
㆓
桜
花
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
時
に
文
章
生
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』
作
品
な
し
65
　
藤
原
清
平
原
文
は
「
藤
清
平
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
藤
原
清
平
で
あ
る
。
北
家
魚
名
流
、
後
（
俊
と
も
）
蔭
の
子
。『
尊
卑
分
脈
』
に
「
斎
院
長
官
。
歌
人
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
認
で
き
な
い
。『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
（
九
三
二
）
二
月
十
四
日
条
に
蔵
人
所
に
候
せ
し
め
ら
れ
た
記
事
が
あ
り
、
前
朝
（
醍
醐
朝
）
で
も
蔵
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
藤
原
清
平
に
関
す
る
唯
一
の
確
実
な
史
料
で
、
文
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
一
方
、
源
清
平
が
い
る
。
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
に
参
議
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
『
公
卿
補
任
』
同
年
条
に
尻
付
が
あ
り
、
延
喜
二
年
、
文
章
生
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
延
長
四
年
二
月
一
七
日
の
花
宴
で
文
人
と
し
て
詩
を
賦
し
た
一
人
に
「
右
京
大
夫
清
平
」
が
あ
る
が
（『
北
山
抄
』
巻
三
、
花
宴
事
）、
官
職
か
ら
源
清
平
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
、
こ
の
清
平
は
源
氏
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
源
清
平
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
源
　
清
平
　
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
～
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
光
孝
源
氏
、
是
忠
親
王
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
文
章
生
と
な
り
、
翌
三
年
、
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
同
十
五
年
、
源
氏
姓
を
賜
わ
る
。
承
平
四
年
（
九
三
四
）
正
四
位
下
と
な
る
。
延
長
元
年
（
九
二
三
）
左
京
大
夫
と
な
り
、
勘
解
由
長
官
、
右
大
弁
な
ど
を
経
て
、
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
参
議
に
昇
り
、
大
宰
大
弐
を
兼
任
す
る
。
天
慶
八
年
正
月
十
三
日
、
任
地
に
没
す
る
。
文
事
事
績
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
一
七
日
、
花
宴
に
文
人
と
し
て
召
さ
れ
、「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
作
品
な
し
12
66
　
藤
原
季
孝
　
生
没
年
未
詳
南
家
貞
嗣
流
、
季
雅
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
藤
政
）、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
に
は
学
生
あ
る
い
は
文
章
生
。
文
章
生
よ
り
任
官
す
る
。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
下
総
守
よ
り
播
磨
介
に
遷
り
、
同
三
年
に
は
播
磨
守
の
官
に
在
っ
た
。
文
事
事
績
応
和
三
年
（
九
六
三
）
三
月
一
九
日
、
善
秀
才
宅
詩
合
に
参
加
、
「
鶯
啼
春
暮
時
」
の
題
で
詩
を
賦
し
、
左
方
の
講
師
を
勤
め
る
。
（『
善
秀
才
宅
詩
合
』）【
存
】
寛
和
三
年
（
九
八
七
）
三
月
一
八
日
、
書
写
山
円
教
寺
鐘
銘
を
作
る
。（『
平
安
遺
文
』
金
石
文
編
）【
存
】
作
品
詩
が
『
善
秀
才
宅
詩
合
』
に
、
文
章
が
『
平
安
遺
文
』
に
残
る
。
67
　
高
丘
相
如
　
生
没
年
未
詳
天
智
二
年
（
六
六
三
）、
高
丘
氏
の
先
祖
と
な
る
沙
門
詠
が
百
済
よ
り
帰
化
し
、
子
の
楽ささ
浪なみ
河
内
が
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
高
丘
連
の
氏
姓
を
賜
わ
る
。
そ
の
子
比
良
麻
呂
は
大
学
に
学
び
、
大
外
記
と
な
る
。
五
常
（
前
出
18
）
の
孫
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
高
俊
）、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
の
頃
、
学
生
。
安
和
二
年
（
九
六
九
）
八
月
の
円
融
天
皇
即
位
に
伴
い
、
登
省
宣
旨
を
得
て
文
章
生
試
に
及
第
。
康
保
二
年
（
九
六
五
）
よ
り
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
ま
で
文
章
生
と
し
て
内
御
書
所
に
候
す
る
。
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
少
内
記
と
し
て
官
に
就
く
、
翌
四
年
、
権
少
外
記
と
な
り
、
外
記
の
道
を
進
み
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
大
外
記
と
な
る
。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）、
外
従
五
位
下
。
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
飛
騨
守
と
な
る
。
藤
原
公
任
の
師
と
い
う
。
祖
父
五
常
、
相
如
と
も
に
外
記
の
道
を
進
ん
で
い
る
の
は
先
祖
の
比
良
麻
呂
が
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
文
事
事
績
応
和
三
年
（
九
六
三
）
三
月
一
九
日
、
善
秀
才
宅
詩
合
に
参
加
、
「
花
鳥
尚
留
㆑
春
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
善
秀
才
宅
詩
合
』）
【
存
】
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
一
三
日
、
藤
原
在
衡
が
粟
田
山
荘
に
催
し
た
尚
歯
会
に
陪
席
し
、
詩
を
賦
す
。（『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』）
【
存
】
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
一
月
、
外
記
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
を
請
う
申
文
を
作
る
。
時
に
散
位
正
六
位
上
。（『
朝
野
群
載
抄
（
（1
（
』）【
存
】
13
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
頃
、
藤
原
道
兼
の
粟
田
山
荘
の
屏
風
の
た
め
の
粟
田
障
子
詩
を
賦
す
。（『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』）
【
存
】
作
品
『
本
朝
文
粋
』
に
一
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
五
首
が
入
集
す
る
。
他
に
詩
が
『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』『
類
聚
句
題
抄
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
、
文
章
が
『
朝
野
群
載
抄
』
に
残
る
。
68
　
清
原
仲
山
　
生
没
年
未
詳
世
系
未
詳
。『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
月
二
十
七
日
条
の
山
城
大
掾
に
復
任
し
た
と
い
う
記
事
が
仲
山
の
名
を
記
す
唯
一
の
確
か
な
史
料
で
あ
る
。『
二
中
歴
』
巻
十
二
、
詩
人
歴
の
文
章
生
、
諸
大
夫
の
項
に
「
清
原
仲
山
　
筑
後
守
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
極
官
と
思
わ
れ
る
。
作
品
『
扶
桑
集
』
に
一
首
が
あ
る
。
69
　
藤
原
諸
蔭
　
生
没
年
未
詳
南
家
、
岑
人
の
孫
、
恒
良
の
子
（
岑
人
の
子
と
も
い
う
）。
大
学
寮
に
学
び
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
の
頃
、
文
章
生
。
以
後
長
ら
く
内
御
書
所
に
候
す
る
。
文
章
生
よ
り
任
官
し
、
延
喜
五
年
、
大
内
記
よ
り
式
部
少
輔
と
な
る
。
の
ち
勘
解
由
次
官
、
民
部
少
輔
と
な
る
。
文
事
事
績
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
一
〇
月
六
日
、
文
章
生
と
し
て
弓
場
殿
の
試
で
「
山
無
㆑
隠
」
の
題
で
詩
を
賦
し
及
第
、
内
御
書
所
の
衆
と
な
る
。（『
江
家
次
第
』
巻
一
九
）
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
八
月
三
日
、
蔵
人
所
で
『
漢
書
』
の
講
書
を
始
め
る
。
時
に
文
章
生
。（『
西
宮
記
』
巻
一
一
）
延
喜
一
五
年
（
九
一
五
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
文
人
と
し
て
召
さ
れ
る
。
時
に
勘
解
由
次
官
。（『
北
山
抄
』
巻
三
）
延
喜
一
六
年
（
九
一
六
）
七
月
七
日
、
七
夕
庚
申
の
詩
宴
。
題
「
星
橋
度
㆓
雲
衣
㆒
」
を
献
じ
る
。（
史
籍
集
覧
本
『
西
宮
記
」
巻
一
五
）
延
喜
一
七
年
（
九
一
七
）
三
月
六
日
、
花
宴
に
「
春
夜
翫
㆓
桜
花
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
一
七
日
、
花
宴
に
文
人
と
し
て
召
さ
れ
、「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
時
に
民
部
少
輔
。
14
（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
延
長
六
年
（
九
二
八
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
晴
添
㆓
草
樹
光
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
19
）【
存
】
作
品
『
扶
桑
集
』
に
一
首
が
あ
る
。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』
に
残
る
。
70
　
藤
原
雅
量
　
生
年
未
詳
～
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
式
家
宇
合
流
。
時
範
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
、
文
章
生
よ
り
官
に
就
く
。
承
平
七
年
（
九
三
七
）
の
頃
、
従
五
位
下
、
阿
波
守
。
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
、
阿
波
守
の
功
課
に
よ
り
、
従
五
位
上
と
な
る
。
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
権
右
少
弁
と
な
り
、
弁
官
の
道
を
進
む
。
翌
四
年
に
は
左
少
弁
、
東
宮
憲
平
親
王
（
冷
泉
天
皇
）
の
蔵
人
と
な
る
。
同
五
年
七
月
二
十
七
日
、
没
す
る
。
時
に
従
五
位
上
、
左
少
弁
。
文
事
事
績
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
二
月
三
日
、
釈
奠
に
講
師
と
な
り
『
古
文
尚
書
』
を
講
じ
る
。（『
北
山
抄
』
巻
一
・
七
、『
江
家
次
第
』
巻
五
）
延
長
七
年
（
九
二
九
）
春
、
同
八
年
夏
、
東
丹
国
使
と
し
て
来
朝
し
た
裴はい
璆きゅ
うと
詩
を
贈
答
す
る
。（『
扶
桑
集
』
巻
七
）【
存
】
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
一
月
二
九
日
、
受
領
功
課
の
勘
文
を
作
る
。
（『
貞
信
公
記
』）
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
二
月
一
五
日
、
橘
直
幹
、
菅
原
文
時
ら
七
人
と
共
に
大
蔵
の
一
本
御
書
を
実
録
す
る
。（『
別
聚
符
宣
抄
』）
作
品
『
扶
桑
集
』
に
二
首
が
あ
る
。
71
　
菅
原
高
視
　
生
年
未
詳
～
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
道
真
の
子
。
淳
茂
（
前
出
31
）
は
弟
。
大
学
寮
に
学
び
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
に
文
章
得
業
生
と
な
る
。
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）、
道
真
の
左
遷
に
連
座
し
て
、
右
少
弁
・
大
学
頭
か
ら
土
佐
介
に
左
遷
さ
れ
る
。
同
六
年
、
帰
京
を
許
さ
れ
本
官
に
復
し
、
従
五
位
上
と
な
る
。
子
に
文
時
（
前
出
15
）、
雅
規
（
24
）、
庶
幾
（
32
）
が
あ
る
。
文
事
事
績
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
二
月
二
三
日
、
宇
多
天
皇
が
神
泉
苑
に
催
し
た
詩
宴
に
「
花
間
理
㆓
管
絃
㆒
」
の
題
で
詩
序
を
作
る
。（『
日
本
15
紀
略
』『
平
安
朝
佚
名
詩
序
集
抜
粋
』）【
存
】
作
品
文
章
が
『
平
安
朝
佚
名
詩
序
集
抜
粋
』
に
残
る
。
72
　
藤
原
惟
成
　
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
～
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
北
家
魚
名
流
。
雅
材
（
前
出
33
）
の
子
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
式
太
）、
天
禄
二
年
（
九
七
一
）、
対
策
に
及
第
す
る
（
問
頭
博
士
は
菅
原
資
忠
）。
天
延
元
年
（
九
七
三
）、
式
部
少
丞
と
し
て
任
官
。
三
河
権
守
、
右
少
弁
を
経
て
、
天
元
五
年
（
九
八
一
）、
師
貞
親
王
（
花
山
天
皇
）
の
東
宮
学
士
と
な
る
。
そ
の
即
位
に
伴
い
、
侍
読
と
な
り
、
ま
た
五
位
蔵
人
、
権
左
中
弁
の
身
分
な
が
ら
、
朝
政
に
参
画
す
る
が
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）、
天
皇
が
わ
ず
か
在
位
二
年
で
突
然
出
家
し
た
の
に
従
っ
て
出
家
す
る
。
笹
川
博
司
『
惟
成
弁
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
「
年
譜
」
が
付
さ
れ
、
文
事
事
績
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
三
項
を
補
う
。
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
三
月
三
日
、
居
貞
親
王
（
の
ち
三
条
天
皇
）
誕
生
。
浴
殿
読
書
の
儒
士
を
勤
め
る
。（『
御
産
部
類
記
』）
天
元
五
年
（
九
八
二
）
五
月
一
八
日
、
仁
王
会
に
呪
願
文
を
作
る
。
（『
小
右
記
』）
天
元
五
年
五
月
一
九
日
、
皇
太
子
師
貞
親
王
（
花
山
天
皇
）
元
服
。
そ
の
祝
文
を
作
る
。（『
東
宮
元
服
祝
文
』）【
存
】
作
品
『
本
朝
文
粋
」
に
一
首
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
首
が
入
集
す
る
。
他
に
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
、
文
章
が
『
東
宮
元
服
祝
文
』『
本
朝
文
集
』
巻
三
九
に
残
る
。
な
お
、
歌
人
と
し
て
『
惟
成
弁
集
』
が
あ
る
。
73
　
源
　
幹
国
こ
の
人
名
を
史
資
料
に
見
出
し
え
な
い
。
他
の
姓
氏
に
も
「
幹
国
」
な
る
人
物
は
見
出
し
え
な
い
。
74
　
藤
原
最
貞
　
生
没
年
未
詳
式
家
宇
合
流
。
佐
世
の
孫
、
文
行
の
子
。
そ
の
生
存
年
時
、
経
歴
を
知
る
資
料
と
し
て
『
江
談
抄
』
六
―
73
「
連
句
」
に
引
く
次
の
一
聯
が
あ
る
。「
芸うん
閣かく
二
貞
序
〈
公
任
卿
〉　
蘭
台
八
座
賢
〈
惟
貞
〉」。
こ
れ
は
藤
原
公
任
と
藤
原
惟
貞
（
最
貞
の
兄
弟
、
寛
和
二
年
、
九
八
六
に
対
策
及
第
）
が
互
い
に
相
手
を
称
え
た
聯
句
で
、「
芸
閣
に
二
貞
16
序
づ
」
は
、
内
御
書
所
に
は
惟
貞
・
最
貞
の
二
人
の
正
義
の
士
が
並
ん
で
い
る
（
あ
る
い
は
、
相
次
い
で
内
御
書
所
に
候
し
た
）
の
意
、
「
蘭
台
に
は
八
座
賢
な
り
」
は
、
太
政
官
に
は
参
議
の
賢
人
が
い
る
の
意
で
あ
る
。
公
任
が
参
議
と
な
っ
た
の
は
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
で
あ
る
。
ま
た
惟
貞
は
『
小
右
記
』
永
観
二
年
（
九
八
三
）
十
二
月
八
日
条
に
内
御
書
所
開
闔
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
貞
は
九
八
三
年
前
後
に
文
章
生
と
し
て
内
御
書
所
に
候
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
九
九
二
年
の
存
命
は
知
ら
れ
る
。『
二
中
歴
』
巻
十
二
、
詩
人
歴
、
非
成
業
に
「
藤
最
貞
〈
文
章
得
業
生
〉」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
章
得
業
生
で
没
し
た
か
。
作
品
詩
が
『
類
聚
句
題
抄
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
残
る
。
75
　
大
江
千
古
　
生
年
未
詳
～
延
長
二
年
（
九
二
四
）
音
人
（
前
出
10
）
の
子
。
兄
弟
に
千
里
が
あ
る
。
大
学
寮
に
学
び
（
字
、
江
九
。
江
丸
と
も
）、
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
対
策
に
及
第
し
、
翌
二
年
、
式
部
少
丞
に
任
官
。
刑
部
大（ママ
）輔
、
式
部
少
輔
な
ど
を
経
て
、
伊
予
権
守
と
な
る
。
醍
醐
天
皇
の
侍
読
を
勤
め
る
。
延
長
二
年
五
月
二
十
九
日
、
没
す
る
。
子
に
維
時
（
前
出
6
）
が
あ
る
。
文
事
事
績
延
喜
元
年
（
九
〇
一
）
秋
、
藤
原
時
平
が
催
し
た
大
蔵
善
行
の
七
十
賀
祝
宴
で
詩
を
賦
す
。（『
雑
言
奉
和
』）【
存
】
延
喜
元
年
、
対
策
を
献
じ
る
。
問
頭
博
士
は
橘
公
材
（
八
月
五
日
、
任
命
）。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
）
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
八
月
二
一
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
列
な
り
（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）、
同
六
年
閏
一
二
月
一
七
日
の
竟
宴
に
列
席
す
る
。（『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』）
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
閏
八
月
一
五
日
、
宇
多
上
皇
が
亭
子
院
に
催
し
た
詩
宴
に
「
月
影
満
㆓
秋
池
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
別
本
和
漢
兼
作
集
』
413
）【
存
】
延
喜
一
六
年
（
九
一
六
）
九
月
九
日
、
重
陽
宴
に
「
寒
（
賓
）
雁
識
㆓
秋
天
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
239
）【
存
】
延
喜
一
七
年
（
九
一
七
）
三
月
六
日
、
醍
醐
天
皇
が
催
し
た
観
桜
の
詩
宴
に
「
春
夜
翫
㆓
桜
花
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
延
喜
一
八
年
（
九
一
八
）
一
〇
月
一
六
日
、
観
賢
の
空
海
に
諡
号
を
賜
る
こ
と
を
請
う
状
を
作
る
。（『
高
野
大
師
御
広
伝
』）【
存
】
延
長
元
年
（
九
二
三
）
七
月
二
四
日
、
寛
明
親
王
（
の
ち
朱
雀
天
（
（1
（
17
皇
）
誕
生
。
浴
殿
読
書
の
儒
士
を
勤
め
る
。（『
御
産
部
類
記
』）
作
品
詩
が
『
雑
言
奉
和
』『
類
聚
句
題
抄
』『
別
本
和
漢
兼
作
集
』
に
、
文
章
が
『
高
野
大
師
御
広
伝
』
に
残
る
。
76
　
藤
原
在
躬
こ
の
人
名
を
史
資
料
に
見
出
し
え
な
い
。
菅
原
在
躬
（
前
出
52
）
と
誤
っ
た
も
の
か
。
注（1
）　
前
記
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
に
付
し
た
通
し
番
号
。
七
十
六
人
は
「『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
一
）」
に
一
覧
表
と
し
て
示
し
た
。
（
2
）　
作
品
が
現
存
す
る
場
合
（
部
分
、
摘
句
も
含
む
）
は
【
存
】
と
表
示
す
る
。
（
3
）　
本
間
洋
一
『
類
聚
句
題
抄
全
注
釈
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
の
作
品
番
号
。
（
4
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。
（
5
）　
今
井
源
衛
編
『
源
氏
物
語
と
そ
の
周
縁
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
影
印
が
あ
る
。
（
6
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
条
番
号
。
（
7
）　
平
安
朝
に
お
け
る
評
価
の
目
安
と
し
て
『
本
朝
文
粋
』『
和
漢
朗
詠
集
』
に
作
品
が
採
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
作
品
数
を
示
す
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
に
よ
る
。
（
8
）　
住
吉
朋
彦
「
本
邦
中
世
菅
家
文
選
学
事
捃
拾
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
五
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
。
（
9
）　
川
口
久
雄
　
本
朝
麗
藻
を
読
む
会
編
『
本
朝
麗
藻
簡
注
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）
の
作
品
番
号
。
（
10
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
条
番
号
。
（
11
）　
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。
（
12
）　『
二
中
歴
』
史
籍
集
覧
本
は
、
巻
一
二
、
詩
人
歴
、
文
章
生
、
諸
大
夫
は
「
全
茂
」、
同
「
扶
桑
集
七
十
六
人
」
は
「
金
茂
」、
巻
一
三
、
名
人
歴
、
学
生
字
は
「
令
茂
」
と
区
々
で
あ
る
が
、
底
本
の
前
田
家
本
は
い
ず
れ
も
同
字
で
「
全
」。『
尊
卑
分
脈
』
は
「
合
茂
」
と
作
る
が
、「
令
茂
」
と
す
る
本
の
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る
。『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』
は
「
令
茂
」
と
す
る
。『
二
中
歴
』
に
拠
れ
ば
、「
全
茂
」
と
な
る
が
、
平
安
朝
で
名
乗
り
に
「
全
」
を
用
い
る
の
は
極
め
て
少
な
い
。
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
対
し
て
「
令
」
は
あ
る
程
度
の
例
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
国
史
大
系
『
尊
卑
分
脈
索
引
』
の
処
置
に
従
っ
て
「
令
茂
」
と
す
る
。
（
13
）　
拙
稿
「『
言
泉
集
』
所
引
の
平
安
中
期
願
文
資
料
」（『
成
城
文
藝
』
第
二
五
二
・
二
五
三
合
併
号
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。
（
14
）　
大
日
本
古
記
録
『
貞
信
公
記
』
索
引
注
に
よ
る
。
18
（
15
）　
高
田
義
人
「『
朝
野
群
載
抄
』
に
つ
い
て
」（『
栃
木
史
学
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
（
16
）　『
新
編
国
歌
大
観
』（
第
六
巻
）
の
作
品
番
号
。
前
稿
補
遺
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
一
）
4
　
藤
原
在
衡
承
平
二
年
（
九
三
二
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
聖
化
万
年
春
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
秀
句
を
賞
し
て
盃
を
勧
め
ら
れ
る
。（『
日
本
紀
略
』『
北
山
抄
』
巻
三
）
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
一
月
二
三
日
、
内
宴
に
詩
題
を
献
じ
る
。
（『
北
山
抄
』
巻
三
）
6
　
大
江
維
時
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
閏
八
月
一
五
日
、
宇
多
上
皇
が
亭
子
院
に
催
し
た
詩
宴
に
「
月
影
浮
㆓
秋
池
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
し
講
師
を
勤
め
る
。（『
日
本
紀
略
』『
江
談
抄
』
四
―
68
）
延
長
四
年
（
九
二
六
）
二
月
一
七
日
、
花
宴
に
「
桜
繁
春
日
斜
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
醍
醐
天
皇
御
記
』）
延
長
四
年
九
月
二
九
日
、
九
月
尽
の
密
宴
に
題
（「
籬
菊
有
㆓
残
花
㆒
」）・
御
料
韻
を
献
じ
る
。（『
日
本
紀
略
』『
北
山
抄
』
巻
三
）
延
長
七
年
（
九
二
九
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
停
㆑
盃
看
㆓
柳
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
し
、
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』『
和
漢
朗
詠
集
』
106
、『
類
聚
句
題
抄
』
192
）【
存
】
承
平
五
年
（
九
三
五
）
一
〇
月
七
日
、
菊
花
宴
に
講
師
を
勤
め
る
。
（『
北
山
抄
』
巻
三
）
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
一
〇
月
二
九
日
、
擬
文
章
生
試
に
出
題
、
「
功
名
重
㆓
山
岳
㆒
」。（『
本
朝
世
紀
』）
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
一
〇
月
八
日
、
残
菊
宴
に
「
霜
花
満
㆓
叢
菊
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
吏
部
王
記
』）
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
二
）
13
　
三
善
清
行
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
八
月
二
一
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
列
な
り
（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）、
同
六
年
閏
一
二
月
一
七
日
の
竟
宴
に
列
席
す
る
。（『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』）
14
　
大
江
朝
綱
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
閏
八
月
一
五
日
、
宇
多
上
皇
が
亭
子
院
に
催
19
し
た
詩
宴
に
「
月
影
浮
㆓
秋
池
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
江
談
抄
』
四
―
68
）
延
喜
一
六
年
（
九
一
六
）
九
月
九
日
、
重
陽
宴
に
「
寒
雁
識
㆓
秋
天
㆒
」
の
題
で
詩
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』『
本
朝
文
粋
』
339
）
【
存
】
延
長
元
年
（
九
二
三
）
三
月
七
日
、
大
学
寮
北
堂
に
行
わ
れ
た
『
漢
書
』
竟
宴
に
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
集
』
巻
九
）
【
存
】
延
長
七
年
（
九
二
九
）
一
月
二
一
日
、
内
宴
に
「
停
㆑
盃
看
㆓
柳
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
194
）【
存
】
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
八
月
一
四
日
、
藤
原
忠
平
の
摂
政
を
辞
す
表
に
対
す
る
勅
答
を
作
る
。（『
本
朝
世
紀
』）
天
慶
元
年
一
二
月
二
一
日
、
藤
原
師
輔
亡
室
勤
子
内
親
王
四
十
九
日
願
文
を
作
る
。（『
大
日
本
史
料
』
一
―
七
同
年
十
一
月
五
日
条
所
引
『
願
文
集
』）【
存
】
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
二
月
三
日
、
釈
奠
に
『
古
文
尚
書
』
を
講
じ
「
所
㆑
宝
惟
賢
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。
そ
の
題
を
書
く
。（『
北
山
抄
』
巻
七
、『
江
家
次
第
』
巻
五
）
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
一
月
二
四
日
、
内
宴
に
「
花
間
訪
㆓
春
色
㆒
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
日
本
紀
略
』『
類
聚
句
題
抄
』
148
）【
存
】
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
四
月
二
二
日
、「
天
暦
」
の
年
号
を
勘
申
す
る
。（『
改
元
部
類
』）
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
三
）
15
　
菅
原
文
時
康
保
二
年
（
九
六
五
）
八
月
一
三
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
列
席
す
る
。（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
九
、『
日
本
紀
略
』）
16
　
三
統
理
平
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
八
月
二
一
日
、
日
本
紀
講
書
に
召
人
と
し
て
列
な
り
（『
釈
日
本
紀
』
巻
一
）、
同
六
年
閏
一
二
月
一
七
日
の
竟
宴
に
序
を
作
る
。（『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』）
延
喜
一
六
年
（
九
一
六
）
一
〇
月
二
二
日
、
皇
太
子
保
明
親
王
元
服
の
詔
を
作
る
。（『
大
日
本
史
料
一
―
四
同
日
条
所
引
『
西
宮
記
』、
『
東
宮
元
服
祝
文
』）【
存
】
25
　
藤
原
篤
茂
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
二
月
三
日
、
釈
奠
に
「
所
㆑
宝
惟
賢
」
の
題
で
詩
を
賦
す
。（『
北
山
抄
』
巻
七
、『
江
家
次
第
』
巻
五
、『
擲
金
抄
』
335
）【
存
】
20
『
扶
桑
集
』
の
詩
人
（
四
）
38
　
小
野
美
材
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
七
月
一
九
日
、
藤
原
胤
子
に
皇
太
后
号
を
追
贈
す
る
詔
を
作
る
。（『
日
本
紀
略
』）
40
　
藤
原
博
雅
経
歴
に
次
を
加
え
る
。「
大
学
寮
に
学
び
、
字
を
藤
韻
と
称
す
る
。」
